
言百

▲噴水前広場では、様々な

　イベントが行われました

　　(写真はふだ子のモンチ

　ッチショー)

みぷ

童謡の世界を折り紙で表現した作品が並ぶ「世界のおりがみ展」

　 - ゝ

／

９年

月

/V∂.462

畷|謡……j皿1

▲ピエロショーのひとコマ

　風船ふくらまし競争

イバル

　ぬいぐるみとピエロのショー、ちびっ子縁日コー

ナーなど、たくさんの特別イベントが行われた「第

２回おもちやフェスティバル」

　特別に入館無料となった11月２・３日の両日は、

「世界のおりがみ展」の期間中とも重なり、おもち

や博物館は多くの人でにぎわいました。

発行　壬生町役場　編集総務部企画財政課　毎月15日発行　〒321-02栃木県下都賀郡壬生町通町12番22号　�0282-82-1234
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永
年
に
わ
た
り
本
町
の
町
政
の
発

展
、
防
災
、
文
化
の
向
上
、
福
祉
の
増

進
等
に
寄
与
さ
れ
た
方
を
は
じ
め
、
行

政
、
産
業
、
教
育
な
ど
の
各
方
面
に
お

い
て
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
方
々
に

対
し
、
そ
の
功
績
を
讃
え
る
自
治
功
労

者
表
彰
式
が
Ｈ
月
４
日
、
壬
生
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
3
4
名
の
方
が
功
労
賃
を
受

け
ら
れ
、
清
水
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記

章
並
び
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
（
敬
称
略
）

〔
〕
徽
］
爆
」
㈲
レ

○
町
の
教
育
・
文
化
・
産
業
・
福
祉
・

　
防
災
に
関
し
、
特
に
功
労
顕
著
な
者

　
粟
島
　
安
男

　
　
　
下
稲
葉
２
０
７
９
番
地
―

○
８
年
以
上
町
議
会
議
員
の
職
に
あ
っ

　
た
者

　
松
井
　
晴
夫

　
　
　
壬
生
乙
２
５
４
６
番
地
１

○
2
0
年
以
上
消
防
団
員
の
職
に
あ
っ
た
者

　
関
本
　
和
夫

　
　
　
元
町
1
0
番
1
4
号

　
吉
岡
　
粂

　
　
　
安
塚
１
９
６
４
番
地
１

○
2
0
年
以
上
交
通
指
導
員
の
職
に
あ
っ
た
者

　
小
林
　
丈
夫

　
　
　
中
央
町
２
番
万
万

○
2
0
年
以
上
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　
の
職
に
あ
っ
た
者

　
石
崎
　
達

　
　
　
通
町
１
蚕
3
2
号

W

Ｏ
2
0
年
以
上
保
護
司
の
職
に
あ
っ
た
者
　
　
２

　
茂
木
　
ス
ミ

　
　
　
中
央
町
３
番
１
号

○
2
0
年
以
上
統
計
調
査
員
の
職
に
あ
っ

　
た
者

　
安
生
　
佳
子

　
　
　
安
塚
２
０
７
６
番
地
1
4

○
通
算
に
よ
り
、
町
議
会
議
員
・
統
計

　
調
査
員
の
職
に
あ
っ
た
者

　
沖
　
　
春
雄

　
　
　
緑
町
二
丁
目
1
8
番
３
号

○
通
算
に
よ
り
、
町
議
会
議
員
・
社
会

　
教
育
委
員
の
職
に
あ
っ
た
者

　
三
上
　
義
市

　
　
　
壬
生
乙
２
４
５
３
番
地

○
通
算
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
委
員
・

　
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
・
消
防
団
員

　
の
職
に
あ
っ
た
者

　
鈴
木
　
幸
ハ

　
　
　
福
和
田
１
３
７
３
番
地
３

Ｏ
通
算
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
委
員
・

　
消
防
団
員
の
職
に
あ
っ
た
者

　
鈴
本
多
一

　
　
　
福
和
田
１
３
０
２
番
地

　
山
崎
修
一

　
　
　
福
和
田
９
１
０
番
地
３

○
通
算
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
委
員
・
消

　
防
団
員
・
統
計
調
査
員
の
職
に
あ
っ
た
者

　
篠
原
　
富
太
郎

　
　
　
壬
生
丁
3
9
番
地

Ｏ
通
算
に
よ
り
、
企
画
委
員
・
勤
労
青

　
少
年
ホ
ー
ム
運
営
委
員
の
職
に
あ
っ



　
た
者

　
平
田
　
好
雄

　
　
　
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
一
万
目
９
番
１
号

○
通
算
に
よ
り
、
消
防
団
員
・
国
民
年

　
金
協
力
委
員
の
職
に
あ
っ
た
者

　
篠
原
英
次

　
　
　
安
塚
１
９
６
５
番
地

　
古
葉
　
秋
雄

　
　
　
国
谷
２
０
０
６
番
地

○
通
算
に
よ
り
、
消
防
団
員
・
保
護
司

　
の
職
に
あ
っ
た
者

　
大
禍
　
志
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
福
和
田
１
０
０
８
番
地
１

Ｏ
2
0
年
以
上
町
職
員
と
し
て
勤
務
し
、

　
成
績
優
れ
功
労
が
あ
つ
た
と
認
め
ら

　
れ
る
年
齢
5
0
歳
以
上
の
者

　
青
柳
　
ハ
ナ
子

　
　
　
壬
生
丁
2
6
番
地
１

　
荒
川
　
博

　
　
　
羽
生
田
６
５
５
番
地
６

　
荒
川
　
ミ
ツ
子

　
　
　
上
稲
葉
１
７
９
０
番
地

　
板
橋
　
広
司

　
　
　
藤
＃
２
８
５
４
番
地
２

人
権
週
間
　
1
2
月
４
日
～
1
0
日

亙
い
の
人
態
斎
宮
◇

　
1
2
月
４
日
か
ら
第
4
9
回
人
権
週
間
が

始
ま
り
ま
す
。

　
　
「
世
界
人
権
官
一
言
」
は
、
１
９
４
８

年
（
昭
和
2
3
争
1
2
月
1
0
日
に
国
連
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て

国
運
は
、
1
2
月
1
0
日
を
『
人
権
デ
ー
』

と
定
め
、
す
べ
て
の
加
盟
国
に
対
し
、

人
権
思
想
の
啓
発
の
た
め
の
行
事
を
毎

年
実
施
す
る
よ
う
に
要
請
し
て
い
ま

す
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
各
関
係
機
関
及
び
団
体
の
協

力
を
得
て
、
『
人
権
デ
ー
』
を
最
終
日

と
す
る
Ｉ
週
回
を
「
人
権
週
間
」
（
1
2

月
４
日
～
1
0
日
）
と
定
め
、
広
く
国
民

に
人
権
デ
ー
の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も

に
人
権
意
識
の
普
及
高
揚
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
本
年
は
、
1
2
月
４
日
か
ら
1
0
日
ま
で

を
「
第
4
9
回
人
権
週
間
」
と
定
め
、

①
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
ー
「
い
じ

　
め
」
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
見
逃
さ

　
な
い
ー

②
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意

　
識
を
育
て
よ
う

③
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

④
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

⑤
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現

宇
山
　
房
子

　
　
宇
都
宮
市
来
塙
田
二
丁
目
４
番
１
号

大
垣
　
正
男

　
　
壬
生
甲
６
０
４
番
地

加
勝
　
フ
ジ
エ

　
　
壬
生
丁
２
７
５
番
地
1
0

小
筒
　
昭
一

　
　
上
稲
葉
９
１
１
番
地
２

小
須
田
今
朝
吉

　
　
い
ず
み
町
６
番
1
5
号

神
　
　
勝
子

　
　
壬
生
丁
1
0
番
地
1
2

　
し
よ
う

堂
島
齢
者
の
住
み
や
す
い
社
会
を
築
こ

　
う

　
の
６
項
目
を
強
調
事
項
と
し
て
全
国

各
地
で
集
中
的
な
啓
発
活
動
が
行
わ
れ

入
善

　
県
で
は
、
1
2
月
４
日
か
ら
1
0
日
ま
で

の
「
人
権
週
間
」
を
『
同
和
対
策
推
進

県
民
運
動
強
調
週
間
』
と
定
め
、
各
種

の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
同
和
問
題
に
つ

い
て
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
人
権
∴
同

和
問
題
講
演
会
を
間
催
し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

☆
日

時
　
1
2
月
４
日
（
杢

　
　
1
2
１
１
3
0
大
凶
１
１
0
0

　
　
｝

田
中
　
シ
ン
子

　
　
至
宝
三
丁
目
２
番
2
5
号

田
中
　
好
雄

　
　
栃
木
市
惣
社
町
７
８
３
番
地
４

篠
崎
紋
一
郎

　
　
羽
生
田
８
０
１
番
地

山
川
　
祐
一

　
　
駅
東
町
1
0
番
1
7
号

山
越
　
克
子

　
　
安
塚
２
０
６
７
番
地
７

渡
這
長
二

　
　
壬
生
丁
１
１
７
番
地
Ｈ

ま
す
。

　
と
か
く
私
た
ち
は
、
自
分
の
権
利
を

主
張
す
る
あ
ま
り
、
他
人
の
人
権
へ
の

配
慮
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

人
々
が
共
に
幸
せ
に
生
き
て
行
く
た
め

☆
会
　
場
　
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
内
容

　
◇
表
形
式

　
・
同
和
対
策
推
進
県
民
運
動
「
啓
発

　
　
ポ
ス
タ
土
人
貧
者

　
・
同
和
対
策
推
進
県
民
運
動
「
人
権

　
　
に
関
す
る
作
文
」
入
賞
者

　
◇
発
表
会

　
・
　
「
人
権
に
関
す
る
作
文
」
最
優
秀

　
　
賞
受
賞
者
朗
読
発
表

に
は
、
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
相

手
に
対
す
る
思
い
や
り
、
優
し
さ
が
大

切
で
す
。

　
こ
の
人
権
週
間
を
機
に
、
と
も
す
れ

ば
日
ご
ろ
見
失
い
が
ち
な
人
権
に
つ
い

て
、
改
め
て
思
い
起
こ
し
、
こ
て
人
権

を
尊
重
す
る
意
識
〃
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
、
支
え
あ
う
庶
天
一

◇
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
会

・
作
新
学
院
女
子
短
期
大
学
ハ
ン
ド

　
ペ
ル
ク
ワ
イ
ア

◇
講
演
会

・
演
　
題
「
あ
な
た
自
身
が
輝
い
て
」

講
　
師
　
弁
護
士ふ

く
　
し
ま
　
み
ず

福
　
島
　
瑞

穂に

氏

☆
問
合
せ
先

　
栃
木
県
生
活
環
境
部
同
和
対
策
課

　
　
　
　
　
�

0
2
－
6
2
－
り
Ｏ
０
９
乙
ｒ
ｎ
）

※
入
場
は
無
料
で
す
。

３
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ぐて健康に7lsls　　sls1みんな

　
。
お
い
し
く
　
楽
し
く
食
べ
て
健
康
に
Ｉ
・
≒
み
ん
な
一
緒

に
生
き
て
い
く
〃
を
テ
ー
マ
に
第
1
2
回
壬
生
町
健
康
ふ
く
し
ま

つ
り
が
1
0
月
1
9
日
、
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
朝
早
く
か
ら
家
族
連
れ
な
ど
約
４
。
０
０
０

人
が
訪
れ
、
『
健
康
』
と
『
福
祉
』
に
関
す
る
多
彩
な
催
し
を

終
日
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
会
場
の
同
セ
ン
タ
ー
内
で
は
、
骨
密

度
検
診
、
体
脂
肪
測
定
を
け
じ
め
足
の

う
ら
・
皮
膚
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ー
ナ

ー
や
健
康
相
談
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
寝

た
き
り
の
お
年
寄
り
の
在
宅
相
談
、
8
0

足
の
ウ
ラ
の
形
か
ら
健
康
度
合
い
が

　
　
測
定
で
き
、
人
気
の
高
か
っ
た

足
の
ウ
ラ
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ーW

歳
疑
似
体
験
ヲ
ー
ナ
ー
な
ど
や
救
急
蘇

生
法
講
座
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
健
康
チ

エ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
に
は
終
始
長
い
列
が

で
き
て
い
ま
し
た
。

　
屋
外
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
と
し

て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
と
古
本
の
交
換
や
災
宵
待
の
緊
急
炊

き
出
し
の
実
演
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

体
験
と
し
て
車
い
す
・
ア
イ
マ
ス
ク
等

の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
日
頃
生
き
が
い

講
座
や
自
主
講
座
等
で
学
ん
で
き
た
手

話
、
気
功
体
操
、
ダ
ン
ス
の
発
表
や
壬

生
寺
保
育
園
に
よ
る
「
円
仁
太
鼓
」
な

ど
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
だ
ち
か
ら
盛

ん
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
合
公
園
時
計
台
ま
で
の
往

歯
み
が
き
指
導
も
行
わ
れ
た

　
ビ
ー
ロ
ボ
　
カ
ブ
タ
ッ
ク
シ
ョ
ー

- -

援
５
、
２
踊
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク
に
も
大

ぜ
い
の
人
が
参
加
、
さ
わ
や
か
に
晴
れ

わ
た
っ
た
秋
空
の
も
と
、
思
い
思
い
の

ペ
ー
ス
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
会
場
に
お
い
て
、
健
康
・

福
祉
標
語
の
入
賞
者
、
保
健
事
業
・
福

祉
功
労
者
、
町
３
歳
見
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
者
、
町
国
民
健
康
保
険
健

康
増
進
奨
励
事
業
の
表
彰
並
び
に
町
社

会
福
祉
協
議
会
活
動
支
援
協
力
者
へ
の

表
彰
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

肌の健康度合いをチェック

４



“おいしく楽しく食べ
く…………jj…………第12回健康ふくしまつリ＿

一

手話やダンスなど各種講座の日頃の練習成果が

特設ステージで披露されました。標
族
」

田
小
）

）

実
有
紀

（
稲
葉
小
）

い
ざ
、
と
い
う
時
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
（
救
急
蘇
生
法
講
座
）

あ
ふ
れ
る

　
片
山
か
お

早
乙
女
優
（

白
石
拓
磨
（

東
川
伸
一
、

、
大
粟
妃
土

　
橋
本
　
香
、

美
（
以
上
壬

な
れ
て
満
足

　
　
鹿
ノ
戸
和

宍
中
サ
ヘ
ィ
（

梁
高
久
子
（
稲
葉
下
馬
杢

浩
（
安
塚
⊃

が
福
祉
の
第
一
歩
」

金
売
平
晏
塚
恚

七
吾
（
壬
生
生

匹
平
（
安
塚
小
）

慢
性
、
市
川
貴
之

、
伴
　
智
史
、
石

工
生
束
小
）
、
川
瀬

、
臼
井
瑛
憲
（
壬

香
織
宴
席
小
）

「
助
け
合
う

ひ
と
り
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
の
お
年
寄

り
の
在
宅
介
護
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の

相
談
コ
ー
ナ
ー心

が
結
ぶ
豊
か
な
社
会
」

　
　
　
田
中
美
希
（
壬
生
中
）

　
片
山
ま
す
み
（
壬
生
中
）

　
　
篠
騎
竹

作
　
角
田
勿

（
以
上
壬
生
中

粂
川
雅
丈
（

い
た
わ
り
と

　
j
J
4
6
L
‐

A

Z
.
1
4｡
1
s
1
1

感
謝
の
心
で

　
鹿
ノ
戸

鹿
ノ
戸
茂

佐
藤
　
翔

大
垣
道
子

中

｀心/

ｌ

鹿
ノ
戸
順
子
〒
表
町
）

５



健
康
ぶ
く
し
ま
つ
り
受
賞
者

保
健
事
業
・
福
祉
功
労
者
表
彰

　
町
の
保
健
事
業
並
び
に
福
祉
推
進
の

た
め
、
献
身
的
活
動
を
続
け
ら
れ
、
そ

の
功
績
が
顕
著
な
個
人
及
び
団
体
が
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
、
次
の
方
々
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

一
　
保
健
事
業
功
労
者
　
一

《
予
防
接
種
部
門
》

木
村
　
繁
喜
（
嘱
託
医
師
・
上
新
町
）

《
健
診
部
門
》

　
木
下
　
素
子

　
　
　
　
（
嘱
託
医
師
・
緑
町
三
丁
目
）

《
保
健
組
織
活
動
部
門
》

　
渡
辺
　
清
雄
（
国
号
一
）

《
母
子
保
健
衛
生
部
門
》

木
村
　
シ
ズ
（
城
　
庶

大
垣
　
栄
予
言
塚
南
居

《
廃
棄
物
部
門
》

下
横
町
自
治
会

健
康
ば
ん
ざ
い
／

　
　
　
　
　
健
康
家
族
を
表
彰

　
家
族
全
員
が
健
康
管
理
に
努
め
ら

れ
、
国
民
健
康
保
険
に
よ
る
医
療
を
平

成
４
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
９
年
３
月

３
１
日
ま
で
の
５
年
間
、
コ
茨
も
受
け
る

こ
と
な
く
健
康
に
過
ご
さ
れ
た
方
々

が
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
民
健
康
保
険
健
康
増
進

奨
励
事
業
の
一
環
と
し
て
表
彰
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
、
次
の
方
々
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・
浅
見
　
歳
重
（
束
下
意

・
横
田
タ
キ
子

・
柏
倉
　
信
一

・
渡
漫
　
壽
昭

呈
宝
町
南
）

晏
塚
⊃

（
北
小
林
）

齢

W

福
祉
功
労
者
　
一

《
援
護
功
労
者
》

　
青
木
ミ
ヨ
（
誠
意

　
矢
嶋
喜
美
江
（
緑
町
二
丁
亘

　
桧
山
　
ミ
ネ
（
泉
下
台
）

《
施
設
職
員
》

　
野
沢
八
重
子
（
し
も
つ
け
荘
）

　
岡
部
　
春
美
（
し
も
つ
け
荘
）

　
須
藤
　
祥
子
（
し
も
つ
け
荘
）

《
感
謝
状
》

・
援
護
功
労
者

　
荒
川
　
ヤ
イ
（
上
新
町
）

写
真
右
か
ら
瓦
井
大
暉
く
ん
・
笑
子
さ

ん
親
子
、
上
田
百
合
子
ち
ゃ
ん
、
竿
乙

女
み
な
み
ち
ゃ
ん
、
越
美
知
留
ち
ゃ
ん
、

早
乙
女
裕
理
ち
ゃ
ん

町社会福祉協議会
　　協力援助者を表彰

　地域福祉の向上のため、数多くの活動を行っている

壬生町社会福祉協議会に協力援助されてきた方々が表

彰を受けました。

　これは、壬生町祉金福祉協議会高額寄付者表彰実施

要綱（寄付金１件15万円以上又は寄付金累計額15万円

以上に達した個人又は団体）に基づき、表彰されたも

のです。

　受賞された方は、次の方々です。　　　　（敬称賠）

◇栃木市遊技場組合

◇中山真理子・佐藤立樹ジョイントリサイタル実行委

　員会

◇パーラーアイドルお客様

◇壬生町老人クラブ連合会

◇㈲壬生衛生祉

◇高久　カネ

３
歳
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
表
彰

ぼ
く
心
、
わ
た
し
心
歯
竺
墨
／

　
町
の
歯
科
保
健
の
向
上
を
図
る
た

め
、
３
歳
児
健
診
の
受
診
者
を
対
象
に

行
わ
れ
た
「
壬
生
町
３
歳
児
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
児
・
者
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　
審
査
は
、
３
歳
見
よ
い
歯
の
部
と
母

優
良
賞

　
　
ク

　
　
タ

越
　
美
知
留
（
国
谷
本
吉

早
乙
女
み
な
み
（
駅
束
）

上
田
百
合
子
（
安
塚
南
部
）

回
付
と
ド
ム
部

最
優
秀
賞
　
瓦
非
人
暉
示

　
　
　
　
　
　
　
笑
子

泉

心/

と
子
の
部
の
２
部
門
で
行
わ
れ
、
３
５
　
　
優
秀
賞
　
村
松
進
入
朗
（
幸
町
三
丁
目
）

１
名
の
中
か
ら
、
次
の
方
々
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

⑤
３
歳
児
よ
い
歯
の
部

最
優
秀
賞
　
早
乙
女
裕
理
（
上
通
町
）

優
秀
賞
　
犬
嶋
隆
之
介
（
上
　
田
）

　
　
　
）

英
子

６



北
関
東
肖
動
車
道

　
肛
肉
食
工
誉
。
ｉ
・
」
工

　
Ｉ
　
　
　
　
－
…
…
…
　

固
雍
　

奮
１
１
鶴

　
群
馬
県
高
崎
市
か
ら
茨
城
県
ひ
た
ち

な
か
市
ま
で
の
約
１
５
０
㎞
を
結
ぶ

北
関
東
自
動
車
道
の
、
都
賀
～
土
二
川

聞
の
工
事
が
着
々
と
道
ん
で
い
ま
す
。

　
本
町
を
通
る
北
関
東
自
動
車
道
の
工

事
は
、
昨
年
８
月
の
六
美
西
工
事
着
手

を
皮
切
り
に
随
時
工
事
が
進
め
ら
れ
、

1
0
月
1
6
日
、
四
谷
工
事
の
安
全
祈
願
祭

瓦井教郎氏

　　　勲六等単光旭日章を受ける
　　　　　　　　ｎ月３日「文化の日」１９９７年秋の叙勲

　　　　　　　受章者が発表され、本町から瓦井敦郎氏（安

　　　塚南部）が社会福祉向上に尽くされた功績に

や===……………==……=､づ=…………j……;……==:･=;･　より、勲六等単光旭日章を受章されました。

鎌
入
れ
の
儀
を
行
う
福
島
助
役

電
話
通
信
業
関
連
で

　
　
　
醒
へ
朧
雲
塀
一
一
鸚

　
電
話
通
信
事
業
へ
の
尽
力
に
よ
り
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
栃
氷
水
恬
言
崎
謙
二
支
店
咎

か
ら
、
「
電
信
電
話
記
念
日
」
の
1
0
月

2
3
日
付
で
町
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
、
庁
舎
を
訪
れ
た
栃
木
営
業

所
長
の
村
上
氏
よ
り
、
町
長
へ
感
謝
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
電
話
・
通
信
に
関
わ
る
各

種
研
修
を
行
う
な
ど
、
電
話
通

信
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
は
か
る

（
財
）
日
本
電
信
電
話
ユ
ー
ザ

ー
協
会
に
、
附
加
協
力
を
続
け

て
き
た
こ
と
に
対
し
、
「
電
信

電
話
記
念
日
」
を
記
念
し
て
贈

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
壬
生
町
農
政
対
策
協
議
会
（
神
長
信

雄
会
長
）
主
催
の
農
政
講
演
会
が
1
0
月

９
日
、
講
師
に
栃
木
県
農
業
会
議
会
長

の
岩
崎
　
実
氏
を
招
い
て
、
壬
生
中
央

公
民
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
に
は
、
農
繁
期
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
大
勢
の
農
業
関
係
者
が
参
加
、

新
食
糧
法
後
の
米
余
り
問
題
や
減
反
、

行
政
改
革
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
栃

木
県
県
会
議
員
で
も
あ
る
岩
崎
氏
の

「
農
政
の
展
望
と
今
後
の
政
局
」
と
題

し
た
講
演
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

フ

が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
町
内
の
全
７
工

事
が
着
手
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
工
事
に
と
も
な
い
、
資
材
搬

送
等
の
車
両
の
増
加
、
交
通
規
制
な
ど

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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啓発ポスターコンクール度明るい９平

　県審査(第二次審査)で

神水淳美さん(讐4７)ほか10名が入賞

　
明
る
い
選
挙
の
啓
発
運
動
の
一
助
と
す
る
た
め
、
全
国
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し

た
「
第
4
9
回
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
の
小
・
中
・
高
校
生
か
ら
総
数
３
、
３
９
９
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
第
一
次

審
査
（
市
町
村
単
位
）
を
通
過
し
た
７
３
６
点
が
第
二
次
審
査
（
県
）
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
２
６
３
点
に
の
ば
る
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
申
か
ら
優
秀
作

品
と
し
て
、
第
二
次
審
査
推
薦
作
品
2
0
点
、
下
都
賀
郡
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会

入
選
作
品
５
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
第
二
次
審
査
の
結
果
、
本
町
で
は
神
永
淳
美
さ
ん
（
稲
葉
小
学
校
４
年
）
の
作
品
が
・

優
秀
賞
に
輝
い
た
ほ
か
、
６
点
が
入
選
し
、
佳
作
に
４
点
が
選
ば
れ
、
全
部
で
‥
目
点
が

賞
に
入
る
す
ば
ら
し
い
成
績
を
上
げ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。

☆
第
二
次
審
査
（
県
）

優
秀
賞
　
神
永
　
淳
美
（
稲
葉
小
４
年
）

人
　
選

　
　
　
々

　
　
　
タ

　
　
　
ク

　
　
　
タ

　
　
　
ク

寺
内
　
達
也
（
壬
生
小
１
年
）

鈴
木
　
雄
喜
（
壬
生
小
４
年
）

鰹
沼
　
孝
彰
（
壬
生
小
５
年
）

熊
倉
　
弘
実
（
壬
生
中
１
年
）

安
達
　
千
尋

根
津
　
照
美

桂
　
作
　
赤
羽
根
寿
幸

　
ク
　
　
荒
川
　
裕
美

　
ク
　
　
斎
須
　
良
平

　
々
　
　
芝
田
　
江
美

（
南
犬
飼
中
１
年
）

（
壬
生
中
２
年
）

（
羽
生
田
小
５
年
）

（
壬
生
小
６
年
）

（
安
塚
小
６
年
）

（
南
犬
飼
中
２
年
）

☆
下
都
賀
郡
町
村

　
　
　
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会

人

第二次審査優秀作品
選
　
和
久
井
　
遥
（
壬
生
小
１
年
）

へ、

　｀-/

　
々
　
　
小
野
奈
保
子
（
壬
生
来
小
４
年
）

　
ク
　
　
小
林
　
千
恵
（
壬
生
来
小
６
年
）

　
ク
　
　
野
口
由
香
利
（
南
犬
飼
中
３
年
）

　
ク
　
　
大
森
あ
ゆ
み
（
南
犬
飼
中
３
年
）

☆
第
一
次
審
査
（
町
）

入
　
選
　
大
垣
あ
ず
さ
（
壬
生
小
１
年
）

　
ク
　
　
桧
岡
　
優
愛
（
壬
生
小
２
年
）

　
々
　
　
奥
村
　
哲
平
（
睦
　
小
２
年
）

　
ク
　
　
粂
川
　
　
敦
（
睦
　
小
３
年
）

　
ク
　
　
落
合
　
友
香
（
羽
生
田
小
５
年
）

　
々
　
　
池
訳
注
那
子
（
壬
生
中
１
年
）

　
ク
　
　
斉
藤
は
る
か
（
壬
生
中
２
年
）

　
ク
　
　
犬
島
　
照
美
（
壬
生
中
３
年
）

　
ク
　
　
吉
沢
　
　
藍
（
南
犬
飼
中
３
年
）

稲
葉
小
学
校
４
年

　
神
永
　
淳
美
さ
ん

年末調整

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
に
つ
い
て
の

所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス

か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税

額
の
合
計
額
と
、
そ
の
年
の
給
与
総
額

に
対
す
る
年
税
額
と
は
、
必
ず
し
も
一

致
し
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
そ
の
年
の

最
後
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
が
支
払
わ
れ

る
と
き
に
、
所
得
税
の
過
不
足
額
の
精

算
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
「
年
末
調

整
」
と
い
い
ま
す
。

　
大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て

年
末
調
整
は
、
そ
の
年
の
税
を
精
算
す

る
大
切
な
手
続
き
で
す
か
ら
、
次
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
該
当
す
る
申
告
書
を

忘
れ
ず
に
職
場
の
担
当
者
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
今
年
、
結
婚
や
出
産
、
就
職
な
ど
に

　
よ
り
、
扶
養
親
族
に
異
動
が
あ
っ
た

　
場
合
に
は
「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控

　
除
等
（
異
動
）
申
告
書
」

②
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
所
得
者
の

　
合
計
所
得
金
額
が
≒
０
０
０
万
円

　
以
下
で
、
配
偶
者
の
合
計
所
得
全
額

一

　 －
　 W

　
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
「
給
与

　
所
得
者
の
配
偶
者
特
別
控
除
申
告
書
」

③
本
人
が
直
接
国
民
年
金
な
ど
の
社
会

　
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
や
生
命
保

　
険
料
、
住
宅
や
家
財
を
保
険
の
目
的

　
と
し
た
損
害
保
険
料
等
を
支
払
っ
た

　
場
合
に
は
「
保
険
料
控
除
申
告
声

①
最
初
の
年
に
確
定
申
告
し
て
、
住
宅

　
取
得
特
別
控
除
を
受
け
た
方
で
、
２

　
年
目
以
降
、
年
末
調
整
で
こ
の
控
除

　
を
受
け
る
場
合
に
は
「
給
与
所
得
者

　
の
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
申
告
書
」

　
な
お
、
提
出
す
る
際
に
は
「
住
宅
取

　
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残
高

　
証
明
書
」
を
一
緒
に
添
付
し
て
く
だ

　
さ
い
。

ｼﾞ心々

確
定
申
告
を

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

≒ジ

　
そ
の
年
の
給
与
の
収
入
金
額
が
２
。

０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
や
給
与
所

得
及
び
退
職
所
得
以
外
の
所
得
が
2
0
万

円
を
超
え
る
場
合
、
給
与
を
２
か
所
以

上
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
、

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
で
、
お
分
か

り
に
な
ら
な
い
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

栃
木
税
務
署
（
�
2
2
０
８
８
５
）
　
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

８
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認薇轡前

頭斟脳言

心゛

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
楽
し
い
一
日
を

過
ご
そ
う
と
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
高
間
信
義
会
長
）
主
催
の
第
2
0
回
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

1
0
月
1
7
日
、
町
総
合
通
勤
場
で
、
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
１
、
４
０
０
名
あ
ま
り

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
い
す
の
上
で
、
座
っ
て
風
船
を
割
る

「
け
っ
あ
つ
測
定
」
や
、
お
た
ま
に
乗

せ
た
ピ
ン
ポ
ン
玉
を
落
ち
な
い
よ
う
に

連
ぶ
「
ス
プ
ー
ン
リ
レ
土
な
ど
の
競

技
が
行
わ
れ
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
競
技
を

す
る
人
も
い
れ
ば
、
一
着
を
目
指
し
て

の
白
熱
し
た
プ
レ
ー
も
あ
り
、
個
性
あ

ふ
れ
る
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
競
技
の
合
同
に
は
、
持
ち
寄
っ
た
漬

物
や
お
茶
な
ど
を
味
わ
い
、
仲
間
と
お

し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と

観
戦
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
町
の
商
・
工
・
農
業
が
一
同
に
集
ま
っ

た
総
合
産
業
ま
つ
り
が
Ｈ
月
２
日
、
総

合
運
動
場
で
開
か
れ
、
家
族
連
れ
な
ど

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
農
産
物
の
即
売
会
や
町

の
特
産
物
。
か
ん
ぴ
ょ
う
’
を
使
っ
た

か
ん
ぴ
ょ
う
そ
ば
・
う
ど
ん
な
ど
を
扱
っ

た
出
店
な
ど
、
各
商
店
・
各
メ
ー
カ
ー

の
出
店
が
数
多
く
並
ん
だ
ほ
か
、
秋
刀

魚
や
お
米
の
無
料
配
布
会
な
ど
、
工
夫

を
こ
ら
し
た
催
し
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た

人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
　
壬
生
の
偉
人
・
義
人
た
ち
（
七
）

幕
末
の
壬
生
藩
主
の
ち
壬
生
藩
知
事

　
鳥
居
　
忠
宝
（
と
り
い
　
た
だ
と
み
ブ

　
　
ー
８
４
５
年
（
弘
化
２
年
）
～
１
８
８
５
年
（
明
治
１
８
年
）

１
８
５
７
年
（
安
政
４
年
）
忠
宝
が
　
　
狗
党
の
壊
滅
と
と
も
に
勤
皇
派
が
失
脚

藩
主
と
な
る
頃
に
は
、
壬
生
は
幕
末
の

動
乱
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
１
８
６
２
年
（
文
久
２
言

江
戸
家
老
鳥
居
志
摩
が
失
脚
し
壬
生
勤

皇
派
が
藩
政
を
握
り
、
１
８
６
４
年
元

治
元
年
）
水
戸
天
狗
党
の
乱
に
は
藩
士

か
ら
も
参
加
す
る
者
も
出
ま
し
た
が
天

　
壬
生
藩
知
事
の
ち
貴
族
院
議
員

す
る
な
ど
、
藩
は
分
裂
の
状
況
と
な
り

ま
し
た
。
１
８
６
８
年
（
慶
応
４
年
）

戊
辰
戦
争
が
下
野
に
及
ん
だ
安
塚
の
戦
。

い
で
は
、
官
軍
と
旧
幕
府
軍
に
扶
ま
れ

去
就
に
迷
い
ま
す
が
、
し
だ
い
に
新
政

府
方
に
つ
く
よ
う
に
な
り
明
治
維
新
を

迎
え
ま
す
。

　
　
鳥
居
　
忠
文
（
と
り
い
　
た
だ
ふ
み
）

　
　
　
１
８
４
７
年
（
弘
化
４
年
）
～
１
９
１
４
年
（
大
正
３
年
）

　
忠
文
は
剣
術
・
馬
術
に
通
じ
、
維
新
　
　
な
り
、
１
９
１
４
年
（
犬
正
３
年
）
1
0

の
変
に
は
兄
忠
宝
に
代
わ
り
京
都
に
上
　
　
月
ま
で
務
め
ま
し
た
。
こ
の
間
、
子
爵

り
ま
し
た
。
ま
た
、
文
武
館
を
建
設
し

文
学
・
武
術
を
奨
励
し
、
藩
の
財
政
を

整
理
し
て
、
藩
政
を
改
革
し
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
１
８
７
０
年

所
治
３
年
）
９
月
、
兄
忠
宝
の
後
任
と

し
て
壬
生
藩
知
事
に
任
命
さ
れ
ま
し
た

が
、
翌
年
７
月
の
廃
藩
で
廃
任
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
明
治
維
新
の
司
法
大
輔
を

経
て
、
ホ
ノ
ル
ル
府
領
事
館
勤
務
と
な

り
、
副
領
事
、
外
務
書
記
官
、
広
軌
道

鉄
道
改
築
準
備
委
員
会
か
ら
１
９
１
１

に
な
り
、
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
家
柄
の
良
さ
と
人
格
者
で
あ
る
こ

と
か
ら
常
に
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
歩
み
、

同
年
に
正
三
位
勲
三
等
旭
日
中
段
賞
を

受
け
ま
し
た
。

年
（
明
治
4
4
年
）
７
月
貴
族
院
議
員
と
　
　
鳥
居
古
文
（
左
）
と
鳥
居
枕
（
右
）

㎜ ㎜ ㎜

９
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試
合
の
結
果

　
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
塩
濠
　
弘

会
長
）
主
催
の
「
第
６
回
ゆ
う
が
お
マ

ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ｍ
み
ぶ
」
が
、

町
総
合
運
動
場
で
1
0
月
1
0
日
・
Ｈ
日
の

２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
4
8
の
参

加
で
・
Ｉ
ム
が
「
ゆ
う
が
お
」
　
・
　
「
ひ
ば

り
」
の
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
早
朝
か

ら
夜
遅
く
ま
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
８
月
の
全
日
本
小
学

生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
県
代
表

と
し
て
出
場
し
、
み
ご
と
準
優
勝
の
成

績
を
お
さ
め
た
壬
生
東
ク
ラ
ブ
の
選
手

た
ち
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
幕
試
合
を
戦
う
駅
東
町
チ
ー
ム
・

羽
生
田
ウ
ィ
ン
グ
ス
代
表
に
よ
る
選
手

宣
誓
、
来
賓
に
よ
る
始
球
式
の
あ
と
、

代
衷
に
よ
る
選
手
宣
誓

W

午
前
８
時
に
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
。

　
試
合
は
、
各
チ
ー
ム
が
持
ち
時
間
の

6
0
分
を
戦
い
き
り
、
順
調
に
進
ん
で
行

き
ま
し
た
。
２
日
目
の
午
後
２
時
か
ら

は
、
文
星
女
子
高
校
（
元
宇
女
商
）
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
模
範
試
合
が
行

わ
れ
、
高
レ
ペ
ル
の
投
打
の
応
酬
に
、

客
席
の
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
延
べ
Ｅ
一
時
間
3
0
分
に
及
ん
だ
試
合
は

回
の
裏
を
終
了
し
、

1
9
7
対
ヅ
ひ
ば

り
チ
ー
ム
が
勝
ち
を
収
め
ま
し
た
。

文
星
女
子
高
校
（
元
宇
女
商
）
の

模
範
試
合
に
見
入
る
選
手
・
観
客

ﾚ呈示言言は、あなたとわたしの足元から』

二回回]住ふふ台゛環境白州゛ﾆ゛)ﾊﾟoシう゛活動

　一人の力は小さくても、みんなの力を合わせれば大きな力となっ

て、必ずゴミ減量･大気汚染防止に役立つと思います。

九‾W

晋生:ｺﾞ:ﾐめ堆肥ｿ

二化を実践しま

　しょう。

①資源ゴミの酋卜　②=こ包装紙ご年乳賜　③j再生温省買収……ｼﾞ………④習=11ｼﾞ袋ごを慕酋ﾌﾟ……

し=ましよ=う。ノ

買い物には袋

を持参しましょ

う。

ましょ･う６ゾ

・Ｈﾚｯ}ﾍﾟｰﾊﾟｰ

・詰め替え品等

パック等のア

イデア利用を

考えましょう。

収分別を実行

しましょう。

・牛乳パック

・アルミ缶

・ぺ･ットポ･トル

壬
生
町

　
　
消
費
者
友
の
会

　
壬
生
町
消
費
者
友
の
会
で

は
、
年
々
増
え
続
け
る
ゴ
ミ

を
少
し
で
も
減
ら
す
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
さ

さ
や
か
な
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

資
源
ゴ
ミ
回
収
は

　
牛
乳
パ
ッ
ク
は
平
成
３
年
、
ア
ル
ミ

缶
は
平
成
４
年
、
ベ
ッ
ド
ボ
ト
ル
は
平

成
６
年
か
ら
回
収
を
始
め
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
小
屋

　
リ
サ
イ
ク
ル
小
屋
は
、
現
在
安
塚
郵

便
局
の
北
隣
り
に
Ｉ
か
所
あ
り
ま
す
。

回
収
場
所
が
も
っ
と
増
え
る
と
大
勢
の

人
に
リ
サ
イ
ク
ル
の
大
切
さ
を
理
解
し

て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

資源ごみの整理をする

　　　　　　　友の会役員の皆さん

　
次
回
は
、
「
包
装
紙
・
牛
乳
パ
ッ
ク
の

利
用
と
再
生
品
を
買
い
ま
し
ょ
う
」
で

す
。

10
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）

簡
単
に
遊
べ
て
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
ポ
　
　
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
自
転
車

Ｉ
ツ
を
体
験
で
き
る
壬
生
町
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
大
会
が
、
1
0
月
2
6
日
に
町
総

合
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
か
ご
型
の
ゴ
ー
ル
に
円
盤
（
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）
を
投
げ
入
れ
る
デ
ィ

ス
ク
ゴ
ル
フ
、
金
属
製
の
球
を
目
標
に

近
付
け
て
投
げ
、
得
点
を
競
う
ペ
タ
ン

ク
、
テ
ィ
ー
に
置
い
た
ボ
ー
ル
を
打
っ

て
、
野
球
の
よ
う
に
プ
レ
ー
す
る
テ
ィ

ー
ボ
ー
ル
な
ど
５
種
類
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
わ
っ

た
形
の
自
転
車
に
乗
れ
る
コ
ー
ナ
ー
、

魚
の
つ
か
み
取
り
な
ど
、
大
人
も
子
供

も
楽
し
め
る
イ
ペ
ン
ト
の
数
々
に
、
グ

ラ
ン
ド
は
、
始
終
歓
声
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

や
わ
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
う

　
　
　
　
　
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

パット感覚の
グラウンドゴルフ

町
民
歩
け
歩
け
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
~
’
ｔ
~
　
　
　
　
　
　
　
　
ｙ
ｔ
Ｆ
’
　
　
９
Ｅ
Ｉ
堕
翌
丿

早
朝
の
ゴ
ル
フ
ユ
『

1 1

・

ス
を
個
參

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂
♂
♂
♂
　
Ｉ

紐
。
ル
言
五
聯
才

健
康
増
進
、
家
族
の
交
流
を
図
る
、
　
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

第
2
7
回
町
民
歩
け
歩
け
大
会
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
、
1
0
月
1
0

日
の
体
育
の
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
7
0
歳
以
上
の
お
年
寄
り
2
2
名
を
合
む

約
１
０
０
名
の
参
加
者
は
、
町
総
合
運

動
場
を
出
発
し
、
星
の
宮
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
コ
ー
ス
内
を
ま
わ
っ
て
総
合
運

動
場
仁
戻
る
3
.
8
ｍ
の
コ
ー
ス
を
、
約
１

時
間
か
け
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
朝
も
や
の
立
ち
こ
め
る

コ
ー
ス
の
さ
わ
や
か
な
空
気
を
感
じ
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
ウ
ォ
ー

｛
下
都
賀
郡
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
も
と

わ
や
か
な
汗

　
1
0
月
３
日
、
下
都
賀
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
（
清
水
英
世
会
長
）
、
下
都
賀

郡
身
体
障
害
者
福
社
会
連
合
会
（
田
中

一
男
会
長
）
主
催
の
平
成
９
年
度
下
都

賀
郡
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、

国
分
寺
町
運
動
公
園
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
下
都
賀
郡
８
町
か
ら
約

４
０
０
名
の
選
手
が
参
加
し
、
さ
わ
や

か
な
秋
空
の
も
と
で
車
い
す
5
0
ｍ
走
や

ピ
ン
当
て
競
技
な
ど
、
1
0
種
目
の
競
技

に
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ピ
ン
当
て
競
技
の
よ
う
す

１１



　
　
｛
朝
５
時
半
に
起
き
て
、
１
時
間
か

け
て
二
人
で
犬
の
散
歩
を
し
て
い
ま

す
Ｌ
と
い
う
、
元
気
で
仲
の
よ
い
梅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

山
作
蔵
さ
ん
・
シ
ゲ
オ
さ
ん
ご
夫
妻
。

　
昭
和
1
2
年
に
、
姿
村
（
現
在
の
石
橋

町
）
の
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た

-

密達者　　ソ

　カッフル(畑

至宝阿南
描出　作　蔵さん回ア

　　　　シゲオさん(７３

｢合奏｣

　　羽生田小学校４年

　　　　奈　良　慎太郎
｀“-・

ス
ケ

ッ
チ
萌

ひとりの時間を大切に

至宝町南 堤 　え　み栄美さん

　　「仕事が忙しいので、休みの日は、ひとりの時

間を犬切にしたいです｡」という栄美さんは、フア

ーストフード店に勤務しています。

　美術館めく坤などが好きで、「いつか自分で作っ

てみたい」という焼き物の個展にもよく足を運び

ます。そのほか、読書、公園散策など落ち着いた

趣味が多い栄美さんですが、遊園地では、ジェッ

トコースターなどの「絶叫マシーン」に真っ先に

乗るという、活発な一面も併せ持っています。

｢虫たちの演奏｣

　羽生田小学校６年

　　　赤羽根　良　美

肌
◎
⑩
昌

゛k./　≒

12



今
年
・
で
佃
年
醤

-

作
戦
さ
ん
は
、
昭
和
1
4
年
に
満
州
（
現

在
の
中
国
泉
北
郡
）
に
渡
り
、
兵
役
に

つ
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
家
中
村
（
現
在
の
都
賀
町
）

の
尋
常
高
等
小
学
校
生
年
業
し
た
シ
ゲ

才
さ
ん
は
、
昭
和
１
３
年
、
１
５
歳
の
時
に

叔
父
と
共
に
満
州
へ
渡
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
縁
あ
っ
て
、
二
人
は
昭
和
2
0

年
２
月
に
現
地
で
結
婚
し
ま
し
た
が
、

８
月
の
ソ
道
参
戦
、
第
２
次
大
戦
の
終

戦
に
よ
り
、
作
戦
さ
ん
は
ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
の
収
容
所
に
抑
留
さ
れ
、
帰
国
し
た

の
は
昭
和
2
1
年
の
こ
と
で
し
た
。

　
帰
国
後
、
作
蔵
さ
ん
は
東
武
鉄
道
に

入
社
、
3
1
年
に
わ
た
り
運
転
士
を
務
め

て
き
ま
し
た
。

壬
生
高
等
学
校
　
通
学
路
清
掃

通
学
路
を
清
掃
す
る
壬
生
高
生

　
県
立
壬
生
高
等
学
校
（
田
島
一
利

校
長
）
で
、
放
課
後
、
定
期
的
に
行
わ

れ
て
い
る
通
学
路
清
掃
が
、
今
年
で
1
0

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
昭
和
6
3
年
に
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
（
青
少
年

赤
十
字
）
の
生
徒
が
月
２
回
、
校
門
周

辺
の
空
缶
・
ゴ
ミ
拾
い
を
始
め
た
の
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
現
在
で
は
繁
美
委

員
、
ク
ラ
ス
割
当
や
有
志
も
参
加
し
て
、

毎
月
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

校
門
か
ら
壬
生
駅
ま
で
の
約
い
ご
ｍ
の
道

の
り
を
、
袋
を
持
っ
て
空
缶
や
ゴ
ミ
を

　
現
在
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
努
め

て
い
る
作
蔵
さ
ん
の
趣
味
は
囲
碁
と
将

棋
で
、
日
曜
日
の
早
朝
の
対
局
番
組
は

矢
か
さ
ず
見
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

日
曜
日
だ
け
は
シ
ゲ
オ
さ
ん
が
一
人
で

犬
の
散
歩
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
シ
ゲ
オ
さ
ん
の
主
な
趣
味
は
洋
裁
、

書
道
、
墨
絵
で
、
書
道
は
師
範
の
腕
前

で
す
。
そ
の
ほ
か
に
太
極
拳
、
コ
土
フ

ス
を
習
っ
て
い
ま
す
。

「
人
生
は
、
お
も
し
ろ
お
か
し
く
」
（
作

蔵
さ
庖
、
「
友
だ
ち
が
、
何
よ
り
の
財

産
」
（
シ
ゲ
オ
さ
ん
）
と
言
う
と
お
り
、

い
つ
も
明
る
く
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
お

二
人
で
す
。

捨
っ
て
歩
き
、
リ
ヤ
カ
ー
に
乗
せ
て
学

校
に
持
ち
帰
っ
た
後
、
缶
・
ビ
ン
な
ど

に
分
別
し
ま
す
。

　
集
め
た
ゴ
ミ
は
、
毎
回
、
リ
ヤ
カ
ー

４
～
５
合
分
の
量
に
な
り
、
回
収
・
分

別
作
業
に
も
ひ
と
苦
労
で
す
。

　
生
徒
だ
ち
か
ら
は
「
き
れ
い
に
な
っ

た
道
路
を
見
る
の
は
気
持
ち
が
い
い
」
、

「
思
っ
た
以
上
に
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
て

お
ど
ろ
い
た
」
と
い
う
感
想
が
多
く
聞

か
れ
、
学
校
で
は
「
通
学
路
清
掃
の
体

験
を
っ
う
じ
て
ぶ
露
に
物
を
捨
て
な

ヅ
と
い
う
こ
と
を
、
ひ
と
り
ひ
と
り

が
守
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

………………………………………………チピッ子アjl，バム

ヽ -

栞名ちゃん（４歳・左卜新名ちゃえ（１歳）

　（父）高山　仁さん（落　合）

弘夢ち匹（２歳）優花ちゃん（４歳・右）

　　（母）ク　由加里さん

お母さんからの一言

　　姉妹いつも仲よく助け合い

　　　　思いやりのある優しい子になってね。

　　　（父）伊藤　宗　弘さん（城　南）

　　　（母）　ク　由美子さん

府母さんザら一言

　　ずっと、仲良しでいてね。

「チビッ子アルバム」コーナーのお子さんを募集しています。ご希望の方は、お子さんの写真と簡単なメッセージを

添えて、町総務部企圓財政課広報広聴係（�８２－ １２３４　内線212）までお送りください。13



幕
し
奈
泉
が
ら
・
貧
道
賛
意
を
寥
泰

　
壬
生
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ー
ク
ラ
ブ

実
見
イ
ハ
会
長
）
主
催
の
第
４
回
高

交
通
講
話
を
聞
く
参
加
者

船
首
交
通
安
全
の
っ
と
い
が
1
0
月
２
　
　
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

日
、
嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ
い
広
場
に
お
い

て
、
町
内
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
約
１

５
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
つ
ど
い
で
は
、
最
近
の
高
齢
者
の
交

通
事
故
死
者
増
加
を
受
け
て
、
栃
木
警

察
署
加
藤
交
通
係
長
か
ら
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
対
策
と
し
て
「
夜
間
で
も

目
立
つ
明
る
い
服
装
」
「
横
断
な
ど
で

は
、
意
思
表
示
を
明
確
に
行
う
」
な
ど

の
講
話
を
受
け
ま
し
た
。

　
講
話
の
後
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ

ブ
員
さ
ん
の
指
導
に
よ
る
交
通
安
全
に

関
す
る
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
・
歌
な
ど
が

行
わ
れ
、

楽
し
み
な
が
ら
交
通
安
全

　第13回壬生町ナイターサッカー犬合が町総

合運動場を会場に10月１日から７日まで、町

内外から11チームが参加し、熱戦が展開され

ました。

優　勝　ＩＳＯＳＡＮ

準優勝　F C46千生

三　位　トライアンフＦＣ

・山本卓史（F C46壬生）

・毛塚達也（トライアンフＦＣ）

・茅島秀和（トライアンフＦＣ）

大会成績

得点王
心

栃
木
地
区
地
域
安
全
大
会

みんなでつくろう安心の街

ゲートボールを楽しみ

　　　　　　　　　防犯意識の高揚を図る

　10月８日、町総合安全会、町防犯組合連絡協議会、栃木警察署共

催の第４回壬生町地域安全ゲートボール大会が町ゲートボール協会

（渡部和平会長）の協力を得て、町総合運動場で行われました。

　これは、お年寄りから地域の防犯や事故防止などについて、家庭

に働きかけてもらおうと行われているものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲームの合間を利用

して、栃木警察署の片

山生活安全課長から身

近な犯罪の防止として、

乗り物盗の防止や戸締

まりの確認、また、旧

軍用銃の差し出し協力

などの話があり、楽し

みながら防犯について

の心構えを学びました。

　　　　　　　　　　14

防
犯
功
労
者
・
団
体
な
ど

　
　
　
　
　
Ｕ
名
が
表
彰
を
受
け
る

　
1
0
月
1
6
日
、
栃
木
市
文
化
会
館
に
お

い
て
、
栃
木
地
区
防
犯
協
会
・
栃
木
警

察
署
主
催
の
第
1
6
回
栃
木
地
区
地
域
安

全
大
会
が
開
か
れ
、
席
上
、
防
犯
活
動

な
ど
に
功
労
の
あ
っ
た
、
次
の
方
々
が

表
形
を
受
け
ま
し
た
。

【
表
彰
受
賞
者
】
（
敬
称
略
）

○
防
犯
功
労
者

　
安
納
　
芳
次
（
稲
葉
地
区
防
犯
組
合

　
言
語
　
庫
雄
（
壬
生
地
区
防
犯
組
合

　
潮
田
　
悦
穂
（
南
犬
飼
地
区
防
犯
組
合

　
石
田
　
利
雄
（
お
も
ち
昌
ま
ち
防
犯
更
ご

　
橋
本
木
三
郎
（
壬
生
地
区
防
犯
組
合

○
防
犯
ポ
ス
タ
ー
入
選
者

　
《
小
学
生
の
部
）

銀
賞
　
篠
原
あ
ゆ
み
（
羽
生
田
小
５
年
）

　
　
　
｝

銅
賞
　
小
林
　
千
恵

佳
作
　
古
谷
津
有
希

　
《
中
学
生
の
部
》

佳
作

クク

宝
生
東
小
６
年
）

宝
生
東
小
６
年
）

荒
川
　
真
一
　
宝
生
中
３
年
）

青
木
　
順
子
宝
生
中
３
年
）

佐
藤
　
陽
子
（
壬
生
中
３
年
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

に
　
一
士
∇
一
　
一
二
三
ニ
…
…
」
．

1
1
1
1
1
　
一
‐
‐

‐
一‘

”
”
’

」
に
回
’

日
ご
ろ
の
鍛
錬
の
成
果
を
競
う

　
壬
生
町
少
年
剣
道
教
室
育
成
会
（
細

井
玲
子
会
長
）
主
催
の
第
2
7
回
青
少
年

健
全
育
成
少
年
剣
道
錬
成
大
会
が
1
0
月

1
9
日
、
町
内
の
剣
道
教
室
を
は
じ
め
、

石
橋
、
小
山
な
ど
の
近
隣
市
町
の
剣
道

教
室
か
ら
小
・
中
学
生
約
３
０
０
名
が

参
加
し
て
、
壬
生
中
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
男
女
個
人
戦
７
種
目
、
混

合
団
体
戦
２
種
目
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ

の
試
合
も
日
ご
ろ
の
鍛
練
の
成
果
を
十

分
に
発
揮
し
た
す
ば
ら
し
い
試
合
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　
成
　
績

個
人
戦

【
男
　
子
】

◇
小
学
３
年
生
以
下

　
優
勝
生
沼
　
直
　
（
善
心
懇

　
準
優
勝
　
石
塚
　
遼
　
宝
生
剣
）

◇
小
学
４
年
生

　
優
　
勝
　
豊
田
　
責
罰
（
壬
生
剣
）

　
準
優
勝
　
石
塚
　
真
土
宝
生
剣
）

◇
小
学
５
年
生

　
優
　
勝
　
大
粟
　
雅
規
（
壬
生
剣
）

　
準
優
勝
　
生
沼
　
学
　
（
善
心
啓

◇
小
学
６
年
生

優
　
勝
　
阿
南
　
隼
人

準
優
勝
　
館
野
　
祐
介
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（
石
橋
剣
）

（
石
橋
剣
）

　　下稲葉に生まれ、１９９３年に亡くなるまで国

内染色界の第一人者として活躍した高久空木の回

、顧展が10月18日から11月23日まで町歴史民俗資料

==i館で開かれました。

この回顧展に先立ち10月17目、空木の養女で染

◇
中
学
生

　
優
　
勝

　
準
優
勝

浅
利

金
田

圭
介

孝

一

（
南
犬
飼
中
）

宝
生
中
）

【
女
　
子
】

◇
小
学
４
年
生
以
下

　
優
勝
菊
池
美
姫
宝
生
剣
）

　
準
優
勝
　
内
水
　
悦
子
（
善
心
懇

◇
小
字
？
６
年
生

　
優
勝
舟
生
　
夏
季
（
石
橋
剣
）

　
準
優
勝
伊
沢
未
緒
（
石
橋
剣
）

◇
中
学
生

色家の高久尚子さん、青木宏県立美術館学芸課長､:’

清水町長などが出席し、オープニングセレモニー

が行われ、尚子さんは「父が生きていたら、どれ

ｊほど喜んだことか。多くの皆さんに父の作品を見j
準優
優
勝勝

てほしい」と、あいさつされました。

　回顧展は、初期から最晩年に至る代表作１ ０６

/j

黒
　
絵
里
（
壬
生
中
）

{点の作品が展示され、連日町内外を問わず多くの叉平

゜方が訪れ、空木の染色の美に酔いしれていました｡ﾚ田

朋
子
（
南
天
飾
言

　
　
　
　
）

混
合
団
体
戦

◇
小
学
生

　
優
　
勝
　
小
山
武
道
館
剣
心
会

　
準
優
勝
　
壬
生
町
少
年
剣
道
教
室

◇
中
学
生

　
優
　
勝
　
南
犬
飼
中
学
校

　
準
優
勝
　
壬
生
中
学
校

　
町
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ー
ル
協
会
（
渡
辺
清

雄
会
長
）
主
催
の
第
2
4

回
町
長
杯
家
庭
婦
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
９

月
７
日
、
町
内
の
精
鋭

５
チ
ー
ー
ム
が
参
加
し
町

総
合
運
動
場
体
育
館
で

行
わ
れ
、
白
熱
し
た
試

合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

単複成
優
誰誰績

P
R
I
M
(
)
F
･
‐
ム

九
輪
チ
ー
ム

⑤⑤
文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
　
歌

暮
れ
て
な
お
エ
ン
ジ
ン
の
音
響
け
る
は

倒
伏
の
稲
刈
り
終
る
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
　
節
子

母
と
子
が
揃
い
の
服
着
て
手
を
つ
な
ぎ

行
く
の
を
暫
し
見
と
れ
て
い
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
　
ト
シ

子
供
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
巣
立
ち
又
も
と
の

二
人
の
夕
餉
と
な
り
て
し
ま
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
チ
エ

救
急
車
と
お
く
に
聞
こ
ゆ
る
朝
ま
だ
き

交
通
事
故
か
急
病
人
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
篠
登
志
子

　
　
　
俳
　
　
句

ゴ
ン
ド
ラ
の
腹
の
擦
り
ゆ
く
花
芒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
　
秋
汀

大
高
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
茶
髪
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
淑
子

芒
野
や
そ
ぞ
ろ
歩
け
ば
人
も
狐
狸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
田
鶴

地
下
街
の
花
店
す
す
き
輝
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子
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岡田さん親子と清水町長 (右)

者
が
、
大
勢
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
う
「
お

も
ち
ゃ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
期
間
中
の
Ｈ

月
３
日
に
、
4
5
万
人

を
突
破
し
ま
し
た
。

　
4
5
万
人
目
と
な
っ

た
の
は
、
群
馬
県
大

泉
町
の
岡
田
真
穂
ち

・
会
場

・
内
容

２
階
企
画
展
示
室

博
物
館
収
蔵
品
の
中
か
ら
犬

の
お
も
ち
ゃ
を
一
同
に
集
め

て
展
示
し
ま
す
。

お
も
ち
や
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
収
蔵
品
展
「
わ
ん
わ
ん
大
行
進
」

’
期
間
　
平
成
９
年
1
2
月
７
日
～

　
　
　
　
平
成
1
0
年
１
月
1
8
日

「
大
人
の
郷
愁
と
子
ど
も
の
夢
の
か
　
　
け
橋
」
お
も
ち
ゃ
博
物
館
の
延
べ
入
館

合
３
千
２
５
１
円
③

　
曰
本
赤
十
宇
社
壬
生
町
分
区
奉
仕
団
程

合
１
万
円
⑦
　
　
壬
生
町
婦
人
会
様

合
１
万
円
⑧
　
　
日
光
彫
壬
彫
会
様

合
１
万
２
千
４
０
０
円
⑨

　
壬
生
地
区
配
食
サ

ー

ビ
ス
グ
ル

ー

プ
様

合
１
万
円
⑨

　
南
犬
飼
地
区
配
食
サ

ー

ビ
ス
グ
ル

ー

プ
程

合
１
万
円
⑤

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ユ
ウ
カ
リ
様

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
―
－
－
－
－
―
－
－
－
―
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

　
　
　
）

合
１
万
円
②
　
　
（
株
）
新
複

合
３
千
円
⑩
壬
生
町
ひ
ま
わ

合
５
０
０
円
⑦

　
壬
生
町
心
身
障
害
児
昔
‥
親

合
１
万
円
⑦
　
　
　
墨
絵
ク

金
５
万
円
③
　
　
供
米
　
美

壬
生
町
民
生
委

金
２
万
４
千
６
３
０
円
⑧
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や
ん
（
８
椎
で
、
清
水
英
世
町
長
か

ら
大
き
な
熊
の
縫
い
ぐ
る
み
な
ど
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
お
父
さ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
『
祝
・
入
館
4
5
万
人
』
の
く
す
王

を
割
り
ま
し
た
。

金
１
万
円
⑩

金
５
千
円
①

寄
　
付
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

言
数
字
は
寄
付
回
数
）

　
（
株
）
県
南
環
境
様

　
　
　
吉
田
　
緑
様

尚緩糾評疆謬聯訃
漸焚詣暦胆齢
　平成７年の法律改正で新たに支給されることになっ

た「戦没者等の遺族に対する特別弔慰金」の受付が、

平成10年３月31日で終了します。

　《対象となる方》

　満州事変以後公務上死亡された戦役者等のご遺族で

平成７年４月１日において公務扶助料、遺族年金等を

受ける方がいない場合に、次のご遺族のうちの先順位

者に特別弔慰金を支給します。

　①平成７年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援

　　護法による弔慰金を受給した方。

　②戦没者等の子。

　③戦没者と生計を共にしていた父母、孫、祖父母、

　　兄弟姉妹

　　　(平成７年４月１日において婚姻により姓が変わ

　　　っている方又は遺族外の人と養子縁組をしてい

　　　る方を除きます｡)

　④上記③以外の父母、孫、祖父母、兄弟姉妹

　⑤上記①から④以外の三親等内の親族

　　　(戦没者等の死亡まで引き続いて１年以上生計を

　　　共にしていた方に限ります｡)

　詳細については、町民生節福祉課(�８２－ １２３４

内線１ ２６)へお問い合わせください。

万地域でささえあう

あったかいお正月

歳末たすけあい運動　12月1~31日

まちのうjごき

　　11月1日現在

総人口

　男

丿　女

世帯数

40,135人（△9）

19,766人（△7）

20,369人（△2）

12,706世帯（　14）

（　）内は前月比

にが　　●　●●●

納大納　国　国都固
付変期　民　民市定
し込限　年一健計資
まみ間＿金納康画産

し合際納.-、期保税税
ょいは期12限険＿．、
うま　｀限月12税３３

°す納12分月．-、期期
　゜付月－25 6 －‾

　早窓26　日期
　め□日　‾゛゛

－　　＝

12

月

の

納

税

々井
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